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文京区小石川地区における
消防団活動への貢献

ASA小石川 所長　枇杷阪秀明

実施期間
昭和50年～
実施地域
東京都文京区小石川地区
活動概要
ASA小石川所長の枇杷阪秀明さ

んは昭和 50年から、34年にわた
り小石川消防団に所属し、消防活
動に従事してきた。この実績によ
り、平成 20年に第 10代小石川消
防団長に任命され、就任した。
「自分たちの町は自分で守る」を
モットーに、地元の消防署と連携。
特に震災時は直ちに活動できる地
域の防災リーダーとして、訓練及
び防災意識の向上に励んでいる。
その業績が認められ、21年 2月に
は、総務省消防庁長官賞が贈られ
た。

＊
枇杷阪秀明（びわさか・ひであき）

◉

◉

◉

■ 消防団合同点検

■ 合同点検一斉放水

地域の防災リーダーとして
防災意識の向上に努め
地域の消火活動に貢献
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春日井中日会防犯ネットワーク

中日新聞春日井支部

実施期間
平成20年12月～
実施地域
愛知県春日井市内全域
活動概要
中日新聞春日井支部に所属する
各販売所は平成 20年 12月から、
毎週 1回自主的に地域の「青パト」
による防犯パトロールを実施して
いる。
青パトとは、16年に警察庁が許
可した「青色回転灯車両」制度で、
中日新聞春日井支部では 20年 12

月に販売所が所有する軽ワゴン車
など 26台を登録した。犯罪のな
い明るく安全で住みよい町の実現
を目指し、特に早朝の時間帯に重
点をおき、パトロールを実施して
いる。

＊
中日新聞春日井支部＝春日井市の中日新
聞系統の25販売所で組織。近藤修二（こ
んどう・しゅうじ）支部長。

◉

◉

◉

春日井中日会防犯ネットワーク通信　平成21年1月25日付（第1号） 春日井中日会防犯ネットワーク通信　平成21年9月25日付（第2号）

「中日ホームサービス　月刊こーる」　平成21年9月25日付（第2108号）

自主的な早朝防犯パトロール
地域の犯罪抑止に役立つ

■ パトロール隊出陣式の様子（平成21年8月30日、春日井警察署前）

■ 青パト隊員のみなさん
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地域密着型イベント

YC長
なが

久
く

手
て

所長　金森幸男

実施期間
平成20年4月～
実施地域
愛知県愛知郡長

なが

久
く

手
て

町
ちょう

活動概要
愛知県の YC長久手所長・金森

幸男さんは、地域に密着した新聞
販売所であることを PRするため、
読者との交流を深めるイベントを
開催している。
平成20年4月、21年4月と2年
続けて、長久手町の新入学児童に
向け、「折り紙セット」と「防犯 &

交通安全」チラシを寄贈。5月に
は、長久手町内にあるショッピン
グセンターで「よみうり朝市」を開
催し、野菜を安価で提供して地域
の住民に喜ばれた。このほか講演
会、映画上映会、ミニライブなど
地域に密着したイベントを実施し
ている。

＊
金森幸男（かなもり・ゆきお）

◉

◉

◉

「YC防犯活動実例集11」　平成21年1月1日発行（読売新聞販売局発行）

新聞情報　平成21年5月30日付

新聞情報　平成20年9月27日付

地域密着のイベント実施
地域住民に喜ばれ
読者との交流深まる

■ 「よみうり朝市」開催を呼びかけるチラシ
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グラウンドゴルフで地域貢献 !!
健康増進、地域の和を広げる

北國新聞北國会羽
は

咋
く い

支部

実施期間
平成11年11月7日～年1回開催
実施地域
石川県羽

は

咋
くい

市、羽
は

咋
くい

郡
活動概要
北國新聞北國会羽咋支部では、

支部会員から募った寄付金をもと
に、平成 11年 11月から、地域住
民との融和と交流を目的として、
グラウンドゴルフ大会を実施して
いる。
羽咋市と羽咋郡で、年に 1回開

催。今年 9月 22日の大会で 11回
目を迎えた。約 400人が参加する
この大会は、能登地区で最も大き
い規模のグラウンドゴルフ大会と
して定着している。年々高齢化が
進んでいる能登地区で、子どもか
ら高齢者まで幅広く楽しめるグラ
ウンドゴルフという生涯スポーツ
を通じ、地域活性化に貢献してい
る。

＊
北國新聞北國会羽咋支部＝石川県羽咋
市、羽咋郡の北國新聞系統の 24販売所
で組織。堀辺武雄（ほりべ・たけお）支
部長。

◉

◉

◉

■ グラウンドグルフ大会年度別開催状況
回 開催日 会場 参加人数
1 平成 11.11.7 羽咋郡志賀町　増穂浦林間広場グラウンドゴルフ場 350

2 〃  12.11.5 　　　〃　　　荒木ケ丘山村広場グラウンドゴルフ場 360

3 〃  13.9.30 　　　〃　　　荒木ケ丘山村広場グラウンドゴルフ場 360

4 〃  14.9.29 　　　〃　　　荒木ケ丘山村広場グラウンドゴルフ場 230

5 〃  15.9.28 　　　〃　　　増穂浦林間広場グラウンドゴルフ場 400

6 〃  16.9.19 　　　〃　　　増穂浦林間広場グラウンドゴルフ場 400

7 〃  17.9.18 　　　〃　　　増穂浦林間広場グラウンドゴルフ場 400

8 〃  18.9.17 　　　〃　　　増穂浦林間広場グラウンドゴルフ場 350

9 〃  19.9.16 　　　〃　　　増穂浦林間広場グラウンドゴルフ場 300

10 〃  20.9.21 　　　〃　　　増穂浦林間広場グラウンドゴルフ場 300

11 〃  21.9.22 　　　〃　　　増穂浦林間広場グラウンドゴルフ場 230

合　　計 3,680

第11回大会の様子

■ 読者投稿欄より

年代問わず楽しめるスポーツを通じ
地域活性化に寄与

第11回大会での団体優秀チームと個人の上位入賞者（平成21年9月22日）
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奈良県三重県読売会エコプロジェクト

奈良県三重県読売会

実施期間
平成20年3月～
実施地域
奈良県全域及び三重県伊賀地区
活動概要
奈良県三重県読売会では平成

20年3月から、「菜の花・バイオマ
スプロジェクト」に協賛し、バイ
オマス（廃食油）の回収をしてい
る。

20年4月から21年3月までの1

年間で 1万 2,543リットルのバイ
オマスを回収した。バイオマスを
使った燃料を使用すると、CO2排
出量を抑制できるため地球温暖化
の防止となる。その他の活動とし
て、21年 3月には、遊休農地の再
利用に取り組む奈良県桜井市狛・
岩坂地区の山里プロジェクトに協
賛し、読売会の所長らが桜を植樹
するなど循環型リサイクル活動を
積極的に実施している。

＊
奈良県三重県読売会＝奈良県全域、三
重県名張市、伊賀市の読売新聞系統の

49販売所で組織。奥田吉隆（おくだ・
よしたか）エコプロジェクト担当。

◉

◉

◉

■ 菜の花バイオマスプロジェクト会議奈良への参画

＊「菜の花バイオマスプロジェクト会議奈良」とは？
産・官・学・民が一緒になって、循環型社会の推進を目指そうとする会議
議長…岩本廣美（奈良教育大学教授）
委員…奈良県、奈良教育大学、NPO、企業、社会福祉法人など
内容…廃食油をBDFに変換させる

菜の花を育て、なたね油を精製する
⬇

これらを行うことで、資源の循環サイクルをつくる
「菜の花プロジェクトを奈良全県に定着させる」
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販売店向け会報「販売トピックス」　平成21年8月1日付

■ YC廃食油回収ステーション開始

平成20年4月1日～奈良県内のYC 22店舗で開始
黄色いのぼりが目印（各YCに設置）。

中には、一斗缶で持ってくる人も

上戸で受ける。ストッキングが便利

■ 今後の展開予定

廃食油回収からエコステーションへ
・YCが地域になくてはならない存在に
・誰もが立ち寄るYCに
➡新聞の購読につながる取り組みを
菜の花栽培・桜の植樹などエコへの取
り組み
・読者とともに作る、読売菜の花畑
・幼稚園、小学校などの校外学習に利
用してもらう

・観光スポットに……マスコミへの露出
➡循環への取り組みを通して、読売
をPR

読売新聞　平成20年6月5日付朝刊

■ 平成20年度廃食油の月別回収量

販売店向け会報「販売トピックス」　平成21年10月1日付平成21年8月22日　ひまわり観賞会

廃食油の回収から植樹まで
循環型リサイクル活動に取り組む


